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東日本大地震により、被害を受けられました皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

施設では、社会福祉協議会を通じまして災害支援募金活動を行っております。皆様のご協力をお願いいたします。 

又、職員の現地施設への派遣・被災された方の受け入れ要請にも対応できるように準備いたしております。 

被災地の一日も早い復興を職員一同、心よりお祈り申し上げます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 号 

 

平
成
二
十
三
年
度
事
業
目
標 

 
 
 

（
大
目
標
の
み
掲
載
） 

 
 

◆
看
護
部 

 
 

 
 

『
ス
タ
ッ
フ
間
の
情
報
伝
達
を
密
に
行
い
、
入
居
者
様
と
職
員
の
身
体
の
異
常 

早
期
発
見
、
健
康
管
理
と
治
療
に
努
め
る
』 

 
 
 

 

 
 

 
 

『
入
居
者
様
の
口
腔
機
能
訓
練
の
継
続
と
四
肢
リ
ハ
ビ
リ
の
援
助
』 
 

◆
介
護
部 

 

一
階 

『
家
族
様
と
共
に
個
別
ケ
ア
を
実
践
し
て
い
く
』 

二
階 

『
い
つ
も
笑
顔
で 

元
気
な
職
場
』 

三
階 

『
一
人
ひ
と
り
に
対
し
関
わ
り
を
持
ち
、
そ
の
人
に
合
っ
た
介
護
方
法
で
気 

持
ち
よ
く
・
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
家
の
よ
う
な
施
設 

を
め
ざ
す
』 

四
階 

『
余
暇
活
動
の
充
実
を
図
る
』 

◆
支
援
相
談
部
門 

 
 

入
居
部
門 

 

『
空
所
利
用
に
よ
る
ベ
ッ
ド
稼
働
率
の
安
定
』 

短
期
入
所
部
門
『
敏
速
な
利
用
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
』 

◆
介
護
支
援
専
門
員 
 

『
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
介
し
て
介
護
ス
タ
ッ
フ
と
ケ
ア
の
統
一
を
行
い
入
居
者
様 

が
安
心
、
安
楽
に
入
居
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
』 

◆
栄
養
部
門 

 
 
 
『
喜
ば
れ
る
食
事
づ
く
り
』 

◆
機
能
訓
練
指
導
員
部
門 

 

『
利
用
者
様
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
・
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
』 

◆
事
務
部
門 

 

 
 
 

『
新
た
な
事
務
業
務
へ
の
挑
戦
！
』 

◆
通
所
介
護
（
デ
イ
）
部
門 

 

『
利
用
者
様
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
』 

◆
訪
問
看
護
部
門 

 

看
護
部
門 

 

『
専
門
職
と
し
て
の
能
力
・
人
間
性
を
高
め
る
』 

 
 

リ
ハ
ビ
リ
部
門
『
安
心
・
安
全
・
安
楽
な
在
宅
生
活
の
支
援
』 

◆
訪
問
介
護
部
門 

 
 
 

『
利
用
者
様
・
家
族
様
・
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
像
の
確
立
』 

◆
訪
問
介
護
喜
志
部
門 

 
 
 

『
利
用
者
様
、
職
員
双
方
に
信
頼
し
て
も
ら
え
る
事
業
所
作
り
』 

◆
居
宅
介
護
支
援
部
門 

『
顧
客
ニ
ー
ズ
を
満
足
さ
せ
る
』 

◆
居
宅
介
護
支
援
喜
志
部
門 

 
 
 
 
 

 

『
利
用
者
様
・
家
族
様
に
適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
提
供
し
、
信
頼
い
た
だ
け
る 

よ
う
に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
上
げ
る
』 

               

   

 

                

                 

                               

 

                              

                 

      

                               

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2階二上：持尾公園 
2階金剛：持尾公園 

1階：施設内庭・寛弘寺公園 

 

デイサービス：弘川寺 

 

2階葛城：寛弘寺公園 

3階コスモス 

寛弘寺公園 

3階さくら 

石川河川敷 
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平
成
二
十
三
年
度
広
報
委
員 

奥
野 

篤
志 

 

（
デ
イ
） 

 
 
 

佐
々
木
千
花 

 

（
医
務
） 

 
 
 

檀
上 

美
智
代 

（
在
宅
） 

 
 
 

盛
永 

ま
ゆ
み 

（
介
護
） 

結
城 

亜
衣
子 

（
介
護
） 

浅
野 

左
記
子 

（
事
務
） 

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
達
で
す
が
、
常
に
広
報
委
員 

と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
感
性
を
磨
き
「
き
ら
ら
」、 

に
活
か
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

     

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

介護職（特養 3階） 

前田 雄大 

（まえだ ゆうだい） 

H23年 4月 1日入職 

  彼女とGLAYを一途に愛する 24歳の独身です。

毎日が勉強・勉強の日々です。早く一人前になっ

て周囲を引っ張っていける人間・利用者様から信

頼していただける人材になりたいと思います。 

介護職（特養 3階） 

荻野 美栄子 

（おぎの みえこ） 

H23年 4月 1日入職 

介護職 

 

3 階さくらユニットに配属されました。入居者

の皆様の若いころのお話を伺うのが楽しみです。 

「小さい事からこつこつと」身につけて参りたい

と思っております。 

介護職（特養 2階） 

細川 素三子 

（ほそかわ すみこ） 

H23年 4月 1日入職 

  解らない事がたくさんあり、足を引っ張る事が

あるかと思いますが、少しでも早く今の環境に慣

れチームワーク・チームケアを大切に頑張って行

きたいと思っています。 

介護職(デイ) 

 岩井 公子 

（いわい きみこ） 

H23年 4月 1日入職 

  今までのデイでの経験を活かし、１人ひとりの

利用者様に合ったよりきめ細かいサービスを心が

けたいと思っています。戸惑いの毎日ですが、先

輩スタッフを見習って頑張ります。 

 

 

 

 

 

 

 

理学療法士 

 久保多 洋文 

（くぼた ひろふみ） 

H23年 4月 1日入職 

 

 

 利用者様が住み慣れた自宅において、継続的に

在宅生活を送ることが出来る様に取り組んでいき

ます。 

介護職（特養 1階） 

大﨑 松代 

（おおさき まつよ） 

H23年 4月 4日入職 

 

 

 病院の勤務経験はありますが、特養での勤務は

あまりありません。 

基本に戻って楽しく仕事が出来れば良いと思いま

す。 

 

『 愛ある介護 』 

を目標に一生懸命頑張りますの

で、ご指導・ご鞭撻の程よろしく

お願いいたします。 

 

 

看護師（医務） 

 瀬戸 喜代美 

（せと きよみ） 

H23年 4月 1日入職 

 

H23年 4月 1日入職 

 

 一日でも早く仕事に慣れ、スタッフに迷惑をか

けない様楽しく笑顔で頑張っていきたいと思いま

す。 

 

 

 

介護支援専門員 

 廣田 真人 

（ひろた まさと） 

H23年 4月 1日入職 

  今まで現場で培った全ての力を、今度はケアマ

ネと言う立場の側面から全面に発揮したいと思い

ます。 

 

看護師（医務） 

 木村 真弓 

（きむら まゆみ） 

H23年 4月 18日入職 

 

 

 

H23年 4月 1日入職 

 

 長く勤められる様に頑張りたいと思います。 

 

 

 

 
訪問看護師 

 浜 珠美 

（はま たまみ） 

H23年 4月 9日入職 

  カナンのスタッフの一員として早く馴染める様

に頑張ります。 

「愛ある看護」を常に意識し、在宅生活のお手伝

いをしていきたいと思います。 

 

 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ナ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 

喜
志
出
張
所
を
開
設 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

管
理
者 

檀
上 

美
智
代 

 

「
訪
問
看
護
」
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？ 

訪
問
看
護
は
、
看
護
師
や
リ
ハ
ビ
リ
の 

専
門
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
理
学
療
法
士
や 

作
業
療
法
士
が
家
庭
を
訪
問
し
て
、
病
気 

や
障
害
等
の
為
に
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方
々
の
在
宅
で
の

療
養
生
活
を
支
援
さ
せ
て
頂
く
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

「
ず
っ
と
我
が
家
で
暮
ら
し
た
い
。」 

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
た
い
。」
等
自
宅
で
の
療
養
を
望

ま
れ
る
方
や
、
現
在
入
院
中
で
退
院
後
の
生
活
に
不
安
の
あ
る

方
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
年
齢
に
関

係
な
く
利
用
で
き
、
介
護
保
険
・
医
療
保
険
で
の
利
用
が
可
能

で
す
。 

 
 

訪
問
看
護
を
利
用
す
る
に
は
、
主
治
医
（
か
か
り
つ
け
医
） 

の
「
訪
問
看
護
指
示
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
指
示
書

に
よ
り
、
訪
問
看
護
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
私
達
ス
タ
ッ
フ
は

主
治
医
と
の
連
絡
や
病
状
の
報
告
・
相
談
・
緊
急
時
の
対
応
等

を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

平
成
一
七
年
社
会
福
祉
法
人
カ
ナ
ン
の
設
立
と
と
も
に
歩

み
始
め
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ナ
ン
で
す
。 

昨
年
は
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
事
業
を
開
始
し
、
今
年
二
月
一
日
に

は
富
田
林
市
に
出
張
所
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。 

訪
問
エ
リ
ア
を
富
田
林
全
域
か
ら
堺
市
美
原
区
ま
で
と
、
徐
々

に
拡
大
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

私
達
の
仕
事
は
、
利
用
者
様
・
ご
家
族
様
の
「
有
難
う
」 

「
訪
問
看
護
を
利
用
し
て
良
か
っ
た
。」
と
言
う
言
葉
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

き
め
細
や
か
な
心
配
り
の
あ
る
支
援
体
制
を
目
指
し
て
、今
日

も
元
気
に
「
こ
ん
に
ち
は
。
訪
問
看
護
カ
ナ
ン
で
す
。」 

の
声
を
届
け
ま
す
。 

         

 


